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統
計
的
に
は
、
年
間
約
６
万

人
が
訪
れ
て
い
る
鬼
ノ
城
。
実

際
に
は
そ
れ
以
上
の
人
が
訪
ね

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

多
く
の
人
が
訪
れ
る
理
由
に

は
、
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
自
然

や
健
康
な
ど
多
様
な
楽
し
み
方

の
で
き
る
特
異
な
空
間
で
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

吉
備
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光

ガ
イ
ド
で
は
昨
年
度
、
１
０
０

０
人
近
く
の
観
光
客
を
案
内
し

て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
一
人
の

前
野
晃
一
さ
ん
（
岡
山
市
北
区
）

は
、「
ハ
イ
キ
ン
グ
や
温
羅
伝

説
を
楽
し
む
人
、
遺
跡
を
勉
強

す
る
人
と
、
皆
さ
ん
目
的
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
ね
。
眼
下
の
景
色

も
魅
力
的
で
、
こ
こ
数
年
、
訪

れ
る
人
は
増
え
ま
し
た
」
と
、

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
１０
年
で
大
き
く
変
わ
っ

た
の
は
、
西
門
付
近
ま
で
の
ア

ク
セ
ス
。
こ
う
配
の
緩
や
か
な

遊
歩
道
の
整
備
や
舗
装
、
西
門

と
角
楼
を
正
面
か
ら
見
ら
れ
る

学
習
デ
ッ
キ
の
完
成
な
ど
に
よ

り
、
見
学
し
や
す
く
な
っ
た
こ

と
が
、
来
場
者
の
足
を
向
か
せ

て
い
ま
す
。

全
国
の
歴
史
フ
ァ
ン
の
注
目

を
集
め
、
総
社
市
の
重
要
な
観

光
資
源
の
鬼
ノ
城
。
市
観
光
協

会
の
守
安
信
吾
会
長
は
、「
ど

う
や
っ
て
受
け
入
れ
、
安
全
と

安
心
を
確
保
し
、
来
て
も
ら
っ

た
人
に
喜
ん
で
帰
っ
て
も
ら
う

こ
と
や
、
鬼
ノ
城
へ
の
足
の
確

保
は
ど
う
す
る
か
」
を
考
え
て

い
る
と
言
い
ま
す
。

自
然
保
護
も
念
頭
に
置
き
、

市
や
県
に
よ
り
長
年
、
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

西
門
の
近
く
で
は
、
第
０
水

門
や
城
壁
に
沿
っ
た
敷
石
な
ど

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
成

果
は
復
元
に
生
か
さ
れ
、
築
城

当
時
に
近
い
形
を
目
の
当
た
り

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
遺
構
の
残
り
が
よ
い
の

で
、
見
る
人
も
分
か
り
や
す
い

の
で
は
」
と
、
市
文
化
課
で
は

話
し
ま
す
。

城
門
や
城
壁
な
ど
の
大
規
模

な
古
代
山
城
の
復
元
は
、
わ
が

国
で
は
鬼
ノ
城
が
初
め
て
の
こ

と
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
姿
を
、

後
世
ま
で
末
長
く
残
し
て
い
く

努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
人
々
を

鬼
ノ
城
に
引
き
付
け
る
魅
力
と

な
り
、
観
光
や
文
化
面
と
の
連

携
の
素
地
に
も
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

豊
穣
の
頂

自
然
、
歴
史
、
健
康
な
ど

多
様
な
楽
し
み
が
で
き
る

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

岡山県立博物館の特別展「鬼ノ
城」の関連行事として行われた講
演会で、「古代吉備最後のモニュ
メント」と題して講演する市埋蔵
文化財学習の館の村上幸雄館長。
鬼ノ城で行った発掘調査での話を
披露しながら、日本や韓国の山城
などについて紹介した

こ
の
１０
年
、
文
化
財
や
観
光
、
自
然
、
住
民
活
動
な
ど
、
折
々
に
鬼
ノ
城
か
ら
は
多

く
の
話
題
が
発
信
さ
れ
て
き
た
。
得
ら
れ
た
実
り
を
紹
介
し
、
次
の
実
り
を
考
え
る
。

■パワースポット

今年３月にまとまった総
社観光プロジェクトの報告
書（下の写真）には、パワ
ースポットという言葉が登
場します。
パワースポットとは、元
気が出たり、リラックスで
きたり、言葉では言い表せ
ない不思議な力を感じるこ
とができる場所のこと。鬼
ノ城をはじめ、総社市内の
多くの歴史文化遺産は、ま
さにパワースポットといえ
るものです。

■鬼ノ城にふれて

岡山県は平成１８年度か
ら７年計画で城内を調査中
で、これまでに建物跡や鍛
冶工房跡、土手状の遺構、
多数の土器などが出土して
います。発掘を担当する古
代吉備文化財センターで
は、現地見学会や小学生を
対象にした文化財体験教室
を行ってきました。
また今秋、岡山県立博物
館で開かれた特別展「鬼ノ
城」では、その成果を一堂
に展示。同展に合わせ、見
学ツアー（上の写真）や講
演会なども開催されまし
た。「今後も、多くの人に
鬼ノ城の魅力
に触れてもら
いたい」と、
見学ツアーの
案内役で同館
の正木茂樹さ
んは話してく
れました。

鬼ノ城を案内する吉備路ボランティア観光ガイド（右から２人目）

晴れれば瀬戸内海まで見ることができる

第５水門の背面で出土した土手状の遺構を見学する人々

復
元
・
整
備
し
た
こ
の
姿
を

後
世
ま
で
末
長
く

残
し
て
い
く
努
力
が
必
要
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